
大学・地域共創プラットフォーム香川
令和４年度 第３回 地域活性化部会

令和４年９月20日（火）

１ アイデアソン結果報告

２ 部会構成員アンケート結果

３ 当面(今年度)の取組みと今後の方向性（案）

４ 取組みにあたっての基本スタンス（案）

５ その他・意見交換
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１ アイデアソン結果報告

アイデアソン内容 キーワード

A
就業支援

身近に魅力的な企業があると思ってもらえるよう、
成人式などの大きなイベントごとで県内の企業PR

場の活用

ゆっくり・スロー、
おおらか、
明るい、
人とのつながり、
外とのつながり、
チャレンジできる、
失敗できる

B
地元愛・進学

学生が企画する、
香川の資源や自然の良さを伝えるツアー

共感

C
商店街活性化

地域の人と資源、地域の今と過去をつなぐ、
魅力ある商店街づくり

持続性

D
コミュニティ形
成

移住に対する不安・ギャップ解消のため、
移住者が気軽に相談できる関係案内所

多様性

E
働き方改革

二拠点生活を実践するため、
おためしで泊まれるウィークリー古民家

働き方

F
観光

香川の良さに県民が気付くため、
日常的に香川の魅力を味わい満喫できる、
移動型フェスティバル

心地よい生き方

G
起業

挑戦できる環境づくりのため、
起業の成功体験や失敗体験が蓄積できるような、
設備やエリア等の提供

循環する仕組み



地域活性化部会
アイデアソン報告・意見交換会

日 時：R4.8.25 (木)  16:00～17:30

場 所：香川大学 幸町南ｷｬﾝﾊﾟｽ 又信記念館２階 第二会議室

出 席：大学等４、中小企業家同友会１、市町10、県３、事務局２ 計20名

内 容：アイデアソンの報告、アンケート結果報告、グループワーク形式意見交換
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アイデアソンを踏ま
え、PFでやってみた
いことは。

（就職）大規模な企業
紹介で、学生の思い
込みから選択肢を広
げたい。

（就職）企業を知るこ
とで、地域を学ぶこと
が大事。

（就職）ことでんに就
活生を乗せて就職ツ
アーを実施する民間
企業がある。

現在の課題、どう
やったら出来るか。

（就職）地域の産業構
造が転換しないと、
大卒は帰ってこない。

（就職）就業支援の前
に、いかに地元企業
を育てるか。

（就職）学生の目に留
まる仕組みが必要。
どう情報発信する
か。

（就職、地元愛）若い
時からのキャリア教
育が地元愛につなが
る。

（地元愛）市内のうど
ん屋ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ等で
学生と連携したい。

(進学）保護者の影響
が大きく、保護者等
に企業ＰＲできれば。

（コミュ）関係案内所
は、丸亀広島や三豊
市内で同じ様な事を
している。

（就職）県内の企業の
こと、学生のことをよ
く知らない。

（就職、地元愛）産業
が認知出来る仕組み
づくりが必要ではない
か。

（コミュ）○○町に住
みたい（地域名）よ
り、「田舎暮らしがし
たい」が移住理由。

（コミュ）市町で移住
者を取り合っていても
先が知れている。

（コミュ）ゆるいハロー
ワーク的なものはどう
か。

（二拠点）アドレス社
の取組みが活用でき
るのでは。（例．観音
寺物件改装中）

（二拠点）住所を２か
所認める制度になれ
ば。（さぬき市長との
会談で話題）

（二拠点）綾川町の
ANAﾀｲｱｯﾌﾟ事業（農
泊等「お試し滞在」を
検討中）は参考。

（空き家）皆が使いた
がらない空き家が多
い。仏壇問題も大き
い。

（二拠点）移住者が地
域コミュニティにどこ
まで入っていけるか
が課題。

（二拠点）Uターン促
進できる土壌づくりを
するのがいいかも。

（二拠点）現在の一拠
点では子どもの学ぶ
場所が限定されてい
る。

（二拠点）市としても
移住案内所はしてい
きたい。

（観光）「イタリアなか
がわ（移動型フェス）」
は、小豆島などで実
現可能では。

（観光）香大農学部生
がひまわり畑で実施
するﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟ
ﾝｸﾞ等は参考。

（起業）セトウチアイ
ベースとのコラボは
面白い。

（観光）若い人の価値
観はスローのんびり。
これを外すと支持さ
れない。

（全般）一自治体で目
新しいイベントは困
難。複数自治体や学
生等の巻き込みを。

PFで現実的に取り
組めそうなことは。

（就職）何のために企
業が存在するかを見
て、知ってもらう。

（地元愛、就職）同友
会のインタビューシッ
プの拡大展開。対保
護者・中学生等

（地元愛、観光）学生
の感性から、観光が
関りやすい。（イタリア
なかがわは厳しい）

その他、意見。
（空き家）税制とセット
で考える必要があ
る。

（コミュ）自然発生的
な方が長持ちするの
ではないか。

（全般）テーマは全部
つながっている。（就
職支援⇔働き方な
ど）

（地元愛）学生等によ
るSNS発信はすぐに
できる。

（コミュ）民間の旅館、
コワーキングスペー
スは活用すべき。

（産業）地元企業の困
り事に学生が関わ
る。（DXなど）

（起業）起業家とアイ
デアソンしたい。

（全般）学生の視点を
生かし、力を借りるの
はあり。

（全般）アイデアソン
を通じ、学生を含め
て、つながりが生まれ
たのは大きい。

（全般）学生を入れ、
掘り下げて議論する
機会が必要。

（全般）時間をかけて
議論するもの、１つ２
つ成果として出せる
もの、に分ける。

（全般）アイデアを実
際に形にしてみる
ハッカソンも。（アプリ
開発等）



２ 部会構成員アンケート結果
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実施日：９月１日～７日

項 目：地域活性化部会における今後の進め方について
Ｑ１ 地域活性化部会で今年度取り組む当面の取組み案（幹事案）について：賛成１９、意見あり・その他５

（主な意見）・「学生ニーズ調査」は意見集約、事業化に時間を要するのではないか。
・学生等が参加しやすい仕組みを検討する必要がある。
・「地域ＤＸ」は官も含めてコラボしてはどうか。
・４つのテーマを今年度同時に進めるのはスケジュール的に厳しいので、

２年程度の時間をかけて取り組むものがあってもよい。

Ｑ２ 当面の取組み案の決定及び部会の開催について：部会開催（書面含む）１２、部会省略・その他１２

Ｑ３ ＷＧ（ワーキンググループ）の設置・活用について：設置する１５、設置しない・その他９
（主な意見）・他の部会と関連するテーマについては、部会の枠を超えたＷＧ設置がよい。

Ｑ４ ＷＧを設置する場合のリーダーについて
（主な意見）・（香川大学としては、）「地域ＤＸ」にリーダーとして取り組みたい。

Ｑ５ その他、ご意見・ご要望等
（主な意見）・アイデアの具体化・事業化ばかりが目的化しないよう、連携を深めたい。

・どの案もまずはブレストによる課題共通認識と方向性確認作業が重要と思う。
・生涯教育は地域活性化につながるので、公開講座なども検討いただきたい。



３ 当面(今年度)の取組みと今後の方向性（案）

テーマ 令和4年度 令和5年度

観光、郷土愛
【ＷＧ】グループワーク「学生企画ツアー等」、

モデル実証

（令和４年度の
取組みを踏まえ、）
関係機関等と連携して
実証・実践

地域ＤＸ
【ＷＧ】グループワーク「中小企業と学生のタイアップ」、

モデル実証

関係人口（関係案内所）
【ＷＧ】勉強会「県内自治体等の取組」、

グループワーク

郷土愛、進学、就職
【ＷＧ】グループワーク「学生ニーズ調査」、

モデル実証 ※他の部会と連携
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テーマ 令和4年度 令和5年度

働き方、二拠点、
商店街活性化

（状況を見てＷＧにてグループワーク等）

就職、起業支援
（状況を見てＷＧにてグループワーク等）
※就職・産業振興部会関連



４ 取組みにあたっての基本スタンス（案）

＜議論・実証・実践を進めるにあたってのポイント＞

・常に部会の趣旨・目的を念頭におく
ＰＦ規約（２条）地域社会・地域経済を支える人材の育成・定着及びその人材が活躍する場の形成に向けた

議論と実践による共創を通じて、地域社会の発展に寄与することを目的とする。

部会規程（２条）部会は、総会及び運営委員会の方針を受け、次に掲げる事項を所掌し、関連事業を実施する。

イ 県内大学等と連携した地域社会を支える人材の育成及び人材の定着に関する事項

ロ 県内大学等と連携した地域づくりに関する事項 ハ その他地域の連携促進に関する事項

・当事者意識を持ってPFの運営に関わる

・学生や企業等を交え、議論（課題の深掘り）

→ 必要に応じ検証・実証→ 実践の積み重ね

・取組みにあたって情報はオープンに
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